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参考資料 

分類名〔病害虫〕 

参 12 
新型 UV-B 電球形蛍光灯と反射資材の併用による 

イチゴうどんこ病およびハダニ類の抑制 

宮城県農業・園芸総合研宮城県農業・園芸総合研究所 

 

要約  

新型の UV-B 電球形蛍光灯においても反射資材と併用した夜間３時間の連日照射により、イチゴ

うどんこ病およびハダニ類を抑制できる。 

 

 

－１行空じゅうらいがたける－ 

１ 取り上げた理由 

UV-B 電球形蛍光灯（パナソニックライティングデバイス社製）は、夜間の照射によりイチゴうど

んこ病およびハダニ類を抑制するとして、県内でも高設栽培を中心に広く普及している。今回、同

社から新型の UV-B 電球形蛍光灯が開発されたことに伴い、従来型の生産は終了している。 

そこで、後継となる新型の UV-B 電球形蛍光灯におけるイチゴうどんこ病とハダニ類への抑制効

果を検討した結果、いずれも効果が認められたので、参考資料とする。 

－１行空ける－ 

２ 参考資料 

（１） 新型UV-B電球形蛍光灯（型番：SPWFD23UB4PE）と反射資材（商品名：スリムホワイト）の併

用における夜間３時間の連日照射は、イチゴのうどんこ病およびハダニ類に対して高い抑

制効果がある（図１、図２）。 

 

普及対象：イチゴ生産経営体 

普及想定地域：県内全域                 
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３ 利活用の留意点 

（１）UV-B電球形蛍光灯（パナソニックライディングデバイス（株）製 型番：SPWFD23UB4PE）の 
設置条件は次のとおりとした。 
イ株元から電球ソケットまでの高さを1.2ｍとし、照射は定植翌日（９月27日）から栽培終 
了（５月31日）までの期間、連日夜間３時間（午後11時～翌午前２時）実施した。 
ロ花房受けに反射資材（商品名：スリムホワイト 日本ワイドクロス（株））を設置した。 

（２）天敵製剤の他、ハダニ類やうどんこ病を対象とした化学合成農薬等は使用していない。 
（３）UV-B 照射による葉焼け症状は、「とちおとめ」において照射 40 日後くらいから認められた

が、新葉の展開とともに目立たなくなった。 

（４）新型 UV-B 電球形蛍光灯の価格は、１台あたり旧型と同じ１万円前後である（オープン価格）。 

（問い合わせ先：宮城県農業・園芸総合研究所 園芸環境部 電話 022－383－8125） 

 

４ 背景となった主要な試験研究の概要 

（１）試験研究課題名及び研究期間 

園芸作物生産地における重要病害に対する防除技術の開発（令和５年度） 

（２）参考データ    
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